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伝
承
者 

上
岩
橋
獅
子
舞
保
存
会 

町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
不
詳
で
す

が
、
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
村
の
行
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
大
正
年
中
一
時
中
絶
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
十

年
に
復
活
さ
れ
て
以
後
は
、
村
の
行
事
と
し
て
青
年
た
ち
に
よ
っ
て

演
舞
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。 

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
こ
の
行
事
を
春
祈
祷
あ
る
い
は
豊
楽
と
称

し
て
、
駒
形
神
社
、
菊
賀
神
社
、
大
鷲
神
社
及
び
上
岩
橋
区
長
宅
で

演
舞
さ
れ
ま
す
。 

平
成
十
一
年
ま
で
は
毎
年
四
月
三
日
（
元
神
武
天
皇
祭
）
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
四
月
第
一
日
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
頃
ま
で
、
区
長
宅
、
駒
形
神
社
、
菊
賀
神
社
、
大
鷲
神
社

の
順
番
で
獅
子
舞
が
演
舞
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、「
と
お
し
」「
れ
い
と
ろ
」「
白
羽
」「
弓

く
ぐ
り
」「
一
匹
舞
」
の
演
目
を
、
笛
・
太
鼓
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
演

じ
ま
す
。 

      


